
 

 

 

 

 

 

 

  

JCR ファーマ株式会社  

2022 年 3 月期決算説明会（プレゼンテーション） 

 

2022 年 5 月 12 日 



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

1 
 

イベント概要 

 

[企業名]  JCR ファーマ株式会社  

 

[企業 ID]  4552 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会  

 

[イベント名]  2022 年 3 月期決算説明会（プレゼンテーション）  

 

[決算期]  2021 年度 第 4 四半期  

 

[日程]   2022 年 5 月 12 日  

 

[ページ数]  33 

  

[時間]   16:00 – 16:40 

（合計：40 分、登壇：40 分） 

 

[開催場所]  インターネット配信 

 

[会場面積]   

 

[出席人数]   

 

[登壇者]  3 名 

代表取締役会長兼社長   芦田 信 （以下、芦田） 

常務取締役 研究・経営戦略担当  薗田 啓之（以下、薗田） 

管理本部 経理部長    太田 義博（以下、太田） 
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登壇 

 

芦田：芦田でございます。平素より、当社への格別のご理解とご支援を賜り、ありがとうございま

す。本日の決算説明会は、2022 年 3 月期の決算概要と事業報告について、後ほど各担当者から、

詳細をご説明いたします。 

2022 年 3 月期の決算は、10 期連続の増収で、売上高、各利益ともに 2 期連続で過去最高を記録し

ました。アストラゼネカのワクチン原液の製造は、契約のとおり無事に製造を完了することができ

ました。アストラゼネカワクチンの原液の対価を除いても、増収増益となり、過去最高となりまし

た。 

また、イズカーゴは、2021 年 5 月に、日本で販売を開始し、売上は当初の予想を上回る結果を得

られました。今後のさらなる市場への浸透を期待しています。また、武田薬品工業とは、2021 年

9 月に JR-141 のライセンス契約、2022 年 3 月には、J-Brain Cargo の遺伝子治療に関する共同研

究開発契約を締結しました。2023 年 3 月期については、中計「変革」の最終年度、ガイダンスで

示した売上高、営業利益は、2022 年 3 月期で達成いたしましたが、重要経営課題について、引き

続き継続して推進していきたいと思っております。 

また、われわれは、SDGs の理念の下、これまでの取り組みをさらに加速、充実させることにも積

極的に取り組んでおります。CO2 削減については、10 年以上前からハイブリッド車、電気自動車

を導入。各工場でも、省エネに対策を実施しております。また、社員には、性別、年齢にかかわら

ず長く勤めてほしいという点から、働きやすい職場をつくっております。前年度の離職率は 1.1％

となっております。 

わが社にとって、やはり今後、研究が非常に重要な課題だと思っています。2022 年 3 月期の研究

開発費は、71 億円を計上いたしました。2023 年 3 月期の研究開発費は、90 億円を予定していま

す。J-Brain Cargo 技術の進化、発展、また J-Brain Cargo に続く、新たな基盤技術の開発に向け

て、研究を加速していきたいと思っております。そのために、研究開発費はちゅうちょなく投入し

たいと考えています。 

今後とも、皆様のご理解とご支援を賜りたく、よろしくお願い申し上げます。 
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太田：経理部の太田でございます。2022 年 3 月期決算概要につきまして、ご説明申し上げます。 

当期は、過去最高の数値、業績を達成いたしました。売上高につきましては、510 億 8,200 万円

と、前期比 69.8％増。営業利益につきましても、199 億 3,300 万円と、前期比 141.1％増。経常利

益、こちらにつきましても、205 億 1,200 万円と、前期比 141.6％。当期純利益、こちらにつきま

しても、145 億 700 万円と、前期比 110.5％と、いずれも大幅な増収増益となっております。 

主なトピックスといたしましては、主力製品、こちらにつきましては、当事業年度におきまして発

売を開始いたしましたイズカーゴ、こちらにつきましてが、当初予想を大きく上回る結果となって

おります。また、グロウジェクト、こちらにつきましては、数量ベースでは前期比 4.7％の増加と

なっておりますが、薬価改定の影響を受けておりまして、売上高といたしましては、前期比では減

収となっております。 

また、販売・一般管理費および研究開発費につきましては、前年同期比で増加してはおりますが、

増収効果によりまして、各段階利益につきまして、大幅な増益となっております。 
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続きまして、決算概要につきまして、ご説明申し上げます。 

売上高につきましては、510 億 8,200 万円と、前年同期比 69.8％の増と、大きく増加しておりま

す。それに伴いまして、売上総利益、こちらの方も 406 億 2,000 万円と、前年を大きく上回って

おります。 

一方で、販売・一般管理費につきましては、135 億 1,100 万円と、前年同期比 56.3％の増。また、

研究開発費、こちらにつきましても、71 億 7,500 万円と、前年同期比 33.9％の増となっておりま

す。 

これらによりまして、営業利益につきましては、199 億 3,300 万円、前年同期比 141.1％の大幅な

増益となっております。また、経常利益につきましても、205 億 1,200 万円、最終利益につきまし

ても、145 億 700 万円と、前年同期比 110.5％の増益となっております。 

下に、対売上高につきまして、比率を記載させていただいております。売上原価率につきましては

20.5％と、前年同期比 5.5％のマイナスとなっております。また、研究開発費の比率につきまして

は 14.0％ということで、前年 17.8％に比べまして、比率といたしましては下がっているといった

状況ではございます。営業利益率、こちらにつきましては、前年 27.5％に対しまして、当期は

39.0％ということで、11.5％と大きく上昇しているといった状況でございます。 

右側に、主な増減要因を記載させていただいておりますが、まず、営業利益の増加要因といたしま

しては、売上高、こちらが前年同期比 209 億 9,600 万円増加しております。それに伴いまして、
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売上原価につきましては、26 億 4,800 万円増加になっております。また、販売・一般管理費およ

び研究開発費が増加しておりますので、これらによりまして、営業利益につきましては、199 億

3,300 万円となっております。 

 

続きまして、売上高の内訳につきまして、ご説明申し上げます。 

まず、グロウジェクト、こちらにつきましては、129 億 4,500 万円で、前年同期比では 2.3％の減

となっております。また、イズカーゴ、こちらにつきましては、30 億 300 万円で、当初予想を上

回るペースで増加したといった状況でございます。 

一方、腎性貧血治療薬、こちらにつきましては、合計で 58 億 7,500 万円で、前年同期比 17.1％の

減収となっております。 

また、テムセル、こちらにつきましては、34 億 9,700 万円で、前年同期比で 43.2％の増というこ

とで、大きく増加しております。また、アガルシダーゼベータ、こちらにつきましては、7 億

1,100 万円で、こちらにつきましても、51.3％、前年同期比より増加している状況でございます。 

これらを合計いたしました、医薬品等合計の売上高につきましては、260 億 3,200 万円ということ

で、前年同期比 11.9％の増と、大きく増加している状況でございます。 

続きまして、契約金収入、こちらにつきましても、当期は 105 億 7,100 万円を計上しておりまし

て、こちらも前年同期比 65％の増で、大きく増加している状況でございます。また、新型コロナ
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ウイルスワクチン原液 AZD1222 原液、こちらにつきましては、当期は 143 億 7,500 万円計上され

ておりまして、こちらも前年に比べて大きく増加している状況でございます。 

これらによりまして、売上高合計につきましては、510 億 8,200 万円と、前年同期比 69.8％の大幅

増収となっている状況でございます。 

 

続きまして、各製品別売上高の推移のグラフになっております。こちら、先ほどご説明申し上げた

内容をグラフ化しております。 

グロウジェクト、こちらにつきましては、当年度に関しましては、若干減少してしまった状況でご

ざいます。ただし、数量ベースでは順調に推移している状況でございます。 

また、右側がエポエチンアルファ、ならびにダルベポエチンアルファの売上の推移を記載しており

ます。こちらにつきましては、先ほど申し上げましたとおり、減収となってはおります。こちらに

つきましては、右に記載させていただいておりますが、4 月にエポエチンアルファに関しては出荷

調整、また 2021 年 8 月、ダルベポエチンに関しましても、出荷調整が解除された状況でございま

して、このような要因もございまして、減収となっている状況でございます。 

また左下、テムセルですね。こちらは、昨年度、若干在庫逼迫によりまして、出荷制限をかけたと

いった要因もございまして減収となっておりましたが、当年度はそのような要因もなく、順調に売

上が推移した状況でございます。 
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また、右下のアガルシダーゼベータ、こちらにつきましても、発売開始より順調に売上を増やして

いる状況でございます。 

 

続きまして、イズカーゴ、こちらの単月での売上高の推移を記載しております。 

こちら、左下 5 月に発売となりましたが、それ以降、毎月順調に売上を伸ばしている状況でござい

まして、2022 年 3 月単月で 3 億 9,900 万円の売上を計上し、累計で 30 億 300 万円の売上を計上

しております。 

こちらにつきましては、11 月にマーケティング部内に、ライソゾーム病の専任部隊を設置いたし

まして、イズカーゴに関する情報提供活動を積極的にサポートする体制を整えております。 

また、5 月にはムコ多糖症の情報サイトを開設したり、売上を増加するために、積極的に活動を行

っている状況でございます。 
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続きまして、売上高の推移。こちら、コロナウイルスのワクチンの原液を除いたところの推移を記

載しております。 

オレンジの部分、こちらが製商品の売上高になっております。こちらにつきましては、過去 5 年

間、順調に推移して右肩上がりで順調に推移している状況でございまして、当年度につきまして

は、261 億 3,400 万円を計上している状況でございます。 

また、上の青いところ、こちらにつきましては、契約金収入を記載しております。こちらにつきま

しても、当年度は 105 億 7,100 万円で、順調に増やしている状況でございます。 
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続きまして、財政状態につきまして、ご説明申し上げます。 

左が資産合計、こちらは 971 億 3,400 万円と、。期首に比べまして、233 億 4,900 万円増加してお

ります。増加の主な内訳といたしましては、流動資産、こちらが 136 億 4,200 万円、固定資産が

97 億 700 万円増加している状況でございます。流動資産につきましては、現預金、こちらが 44

億 7,200 万円。また売掛金、こちらが 74 億 200 万円増加している状況でございます。 

一方、負債、こちらにつきましては、460 億 4,500 万円と、前期末 352 億 2,700 万円に対しまし

て、108 億 1,700 万円増加している状況でございます。こちらの主な内訳といたしましては、流動

負債、こちらが 130 億 2,500 万円増加しているといったところが、主な要因となっております。 

また、純資産合計、こちらにつきましては、510 億 8,900 万円、前年比 125 億 3,100 万円の増加と

なっております。こちらは、当期純利益が計上されたものが 144 億 4,600 万円ございまして、そ

の中から配当ですね、21 億 7,000 万円おこなったといったところで、変動している状況でござい

ます。 

なお、自己資本比率、こちらにつきましては 51.8％と、前期末比 0.5％の上昇となっております。 
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続きまして、キャッシュ・フローの状況をご説明申し上げます。 

まず、先ほども申し上げましたが、現預金の残高、こちらは期末で 307 億 3,300 万円と、期首と

比べまして、44 億 7,200 万円増加している状況でございます。 

まず、営業活動によるキャッシュ・フロー、こちらは 92 億 8,900 万円となっております。こちら

の主な内訳といたしましては、まず税引前純利益、こちらが 194 億 400 万円計上されておりま

す。あと、大きなところといたしましては売上債権、こちらが期末で 74 億 200 万円増加してい

る。あるいは棚卸資産、こちらも 10 億 8,200 万円増加。仕入債務につきましては、16 億 800 万円

の減少といったところが主な要因となっております。 

また、投資活動によるキャッシュ・フロー、こちらにつきましては、32 億 5,000 万円の支出とな

っております。こちらの主な要因といたしましては、設備投資、こちらで 113 億 3,300 万円の支

出がございましたが、それに対しまして助成金、こちらが 80 億程度入金されている状況で、投資

活動によるキャッシュ・フローは、32 億 5,000 万円の支出となっております。 

また、財務活動によるキャッシュ・フロー、こちらにつきましては、21 億 7,900 万円の支出とな

っております。こちらは、配当金、こちらの支出が 21 億 5,800 万円あったといったところが、主

な内容となっております。 

これらによりまして、現金及び現金同等物は 44 億 7,200 万円増加した状況でございます。 
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続きまして、2023 年 3 月期の予想につきまして、ご説明申し上げます。 

まず、売上高につきましては 450 億円、営業利益につきましては 145 億円、経常利益につきまし

ても 145 億円、当期純利益につきましては 103 億円を予想しております。いずれも 2022 年 3 月期

に比べますと減収減益となっております。 

こちらの主な要因といたしましては、新型コロナウイルスワクチン原液 AZD1222 原液製造事業、

こちらが終了するといったところによりまして、減収減益となる予想でございます。ただし、

AZD1222 原液製造事業を除いた事業では、増収増益を目指しております。 

こちらに AZD1222 原液を除く売上高を記載させていただいております。2022 年 3 月期につきま

しては、367 億 600 万円の実績でございましたが、2023 年 3 月期には、430 億 7,000 万円を見込

んでおりまして、こちらだけを捉えますと、17.3％の増収となっております。 

この増収の要因といたしましては、まずイズカーゴ、こちらにつきましては、国内シェアのさらな

る拡大を目指すといったところでございます。 

また、グロウジェクト、こちらにつきましては、販売数量の増によりまして、薬価改定の影響をカ

バーいたしまして、堅調な増加を目指しております。 
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また、アガルシダーゼベータ BS 点滴静注 JCR につきましては、今期より住友ファーマ株式会社に

販売業務を移管し、こちらにつきましても、シェア拡大、売上拡大を目指していくといったところ

でございます。 

また、ライソゾーム病開発品目の導出および技術提携などによりまして、ライセンス事業、こちら

につきましても、引き続き積極的に取り組んでまいります。これによりまして、契約金収入につき

ましては、154 億円を見込んでおります。 

売上高の構成比率の変化によりまして、販売・一般管理費につきましては、前期比では減少を見込

む一方で、グローバル臨床試験、こちらの進捗を受けまして、研究開発費につきましては、前期比

で増加を見込んでおります。 

 

続きまして、損益計算書の内容につきまして、ご説明申し上げます。 

繰り返しになりますが、売上高につきましては 450 億円と、前年同期比では 60 億 8,200 万円の減

となります。 

また、売上総利益、こちらにつきましては 360 億円を見込んでおります。販売・一般管理費、こ

ちらは 125 億円と前期比 10 億 1,100 万円の減少を見込んでおります。 

一方で、研究開発費、こちらにつきましては、当事業年度は先ほど申し上げましたけれども、海外

グローバル展開、こちら等々積極的に、研究開発投資を行っていくところでございまして、90 億
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円を見込んでおります。こちら 2022 年 3 月期と比べますと 18 億 2,400 万円増加という形になっ

ております。ただ研究開発費、こちらの増加につきましては、今後さらなる発展を目指す上では、

必要不可欠といったところであるために、積極的に投資を行っていく状況でございます。 

これらの結果、営業利益につきましては、145 億円見込んでおります。経常利益につきましても、

145 億円。最終当期純利益につきましては、103 億円を見込んでおります。こちらにつきまして

は、2022 年 3 月期と比べますと 29.0％の減益とはなっております。 

続きまして、下に対売上高の比率につきまして、記載させていただいております。 

まず、売上原価率につきましては 20％を予想しております。こちらが前年度比で 0.5％のマイナス

となっておりますが、こちら売上構成の変化によるものでございます。 

また、研究開発費、こちらにつきましては売上高比 20％になっております。2022 年 3 月期が

14％でございましたので、6％の上昇となっております。こちら、先ほど申し上げましたが、研究

開発に関しましては、今期は積極的に取り組んでいくといったところもございまして、上昇してい

る状況でございますが、中期経営計画、こちらで掲げている対売上高比 20％をキープしている状

況でございます。 

これらによりまして、営業利益率につきましては 32.2％で、こちらも前年に比べますと 6.8％の減

少となっております。 
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続きまして、売上高予想につきまして、ご説明申し上げます。 

まず、グロウジェクト、こちらにつきましては薬価改定がございましたが、数量ベースでの増加に

よってカバーすることによりまして 131 億円で、2022 年 3 月期に比べると、1 億 5,400 万円の増

収を見込んでおります。 

また、イズカーゴ、こちらにつきましては、さらなるシェアを拡大するところによりまして、52

億 1,000 万円と、こちらも 2022 年 3 月期に比べますと 22 億円ほどの増収といった形を予想して

おります。 

一方、腎性貧血治療薬、こちらにつきましては 49 億 3,000 万円と、2022 年 3 月期に比べると 9

億 4,500 万円の減収を見込んでおります。 

また、テムセル、こちらにつきましては 35 億 3,000 万円で、ほぼ 2022 年 3 月期並みといったと

ころを予想しております。 

また、アガルシダーゼベータ BS 点滴静注 JCR、こちらにつきましては 7 億 6,000 万円の売上を見

込んでおります。こちらにつきましては、数量ベースでは増加している状況でございます。 

これらによりまして、主力製品合計では、275 億 3,000 万円と、前年同期比 14 億 9,700 万円の増

収を見込んでおります。 

また、契約金収入、こちらにつきましては 154 億円見込んでおりまして、こちらが 2022 年 3 月期

に比べますと 48 億 2,800 万円の増収を計画しております。 

また、AZD1222 原液、こちらにつきましては、2022 年 3 月期が 143 億 7,500 万円計上しており

ますが、2023 年 3 月期には 19 億 3,000 万円、こちらが 2022 年 3 月期に計画していたものが、若

干こちらにずれ込んだといったところでございますが、こちらの計上にとどまるといったところで

ございます。 

これらによりまして、売上高の合計につきまして、450 億円っていう金額を予想しております。以

上 22 年 3 月期の決算の概要、ならびに 2023 年 3 月期の業績予想につきまして、ご報告を申し上

げました。ご清聴ありがとうございました。 
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薗田：皆さん、こんにちは。研究本部の薗田でございます。私より 2022 年 3 月期の事業報告をい

たします。 

まず、目次になります。本日は、R&D のハイライトと進捗報告。その後にワクチン原液製造事業

についてお話しします。最後に中期経営計画「変革」の中間総括についてお話ししたいと思いま

す。 
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まず、研究開発トピックス。この下半期におけるトピックスを紹介しております。 

JR-141 イズカーゴにつきましては、昨年の 9 月に武田薬品さんと、事業化の契約を締結しており

ます。その後、欧州での PRIME 指定をもらっています。また、本年の 2 月ですね、ライソゾーム

病の世界的な一番大きな学会になりますけれども、WORLDSymposium という学会において、イ

ズカーゴが New Treatment Award を受賞しました。非常に光栄なことだと受け止めております。 

またその後、実際のグローバルフェーズ 3 の患者さんへの投与が開始されました。 

次に JR-441、これはサンフィリッポ A 型の治療薬になりますが、これも本年、欧州でオーファン

ドラッグ指定をされております。 

また、新たな開発品として JR-479、これは GM2 ガングリオシドーシスの治療薬になりますが、こ

ちらの開発にも着手しました。 

また、本年 3 月、武田薬品さんと J-Brain Cargo を用いた、遺伝子治療に関する共同研究開発およ

びライセンス契約を締結しております。 

 

こちらが現在の研究開発のパイプラインになっております。 

上側の緑の矢印がライソゾーム病関連、下側の青が成長ホルモン関連、オレンジが再生医療等製品

関連になっております。 
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今回は JR-479、下側になりますが星マークが付いております。この品目が新たに追加されており

ます。 

 

ここから JR-141 のグローバルフェーズ 3 について、少し紹介したいと思います。 

こちらの図は、実際の臨床試験の概要を示していますが、以前にもお示ししたものと同じになって

おります。 

2022 年、本年の 2 月に患者さんへの投与が開始されまして、被験者数が変更になりました。これ

は両者で、武田薬品さんと JCR 両者で協議をして、より試験の成功確率を高め得るという考え

で、トータル 50 名から 80 名に変更しております。その他のところは変更ございません。 



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

18 
 

 

次に、JR-171 の開発状況です。 

こちらも今、グローバルの臨床試験です。こちらはフェーズ 1、2 のグローバル試験を実施中で

す。本年の 3 月に予定通り、患者の組み入れを終了いたしました。今後、順調に試験が進んでいく

ものと期待しております。 
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この試験に関しまして、少し実際の臨床のデータを紹介したいと思います。 

このデータは、患者さんの脳脊髄液中のヘパラン硫酸の濃度を示したものになります。Baseline

と書いてあるところが治療前。そしてその後、治療した Week4 と Week12 とありますけども、そ

れぞれの治療後の脳脊髄液中の Heparan sulfate の濃度を示しています。ここを見ていただくとお

り、全ての被験者で脳脊髄液中の Heparan sulfate が減少しております。これは、JR-141 イズカ

ーゴの治験で見られたものと同じ傾向ですので、JR-171 においても非常に有望だと捉えておりま

す。 

 

次に、新しく開発コードを付番しました JR-479、GM2 ガングリオシドーシスの治療薬になりま

す。 

この GM2 ガングリオシドーシスも、ライソゾーム病の一種になります。ただ、他のライソゾーム

病の中でこの疾患が違うのは、より中枢神経症状がシビアに出る疾患だということです。ですの

で、J-Brain Cargo、血液脳関門を通過させる技術が、とても有効に発揮されるだろう、そういっ

た疾患になるかと思っています。 

この疾患においては、もう既にマウスとサルを用いた試験で、この薬剤が頭に分布すること、血液

脳関門を通過して脳に分布すること、そして実際のモデルマウスを使って、脳ですとか、そういっ

た中枢神経系でたまっていた原因の基質を減らせること、そういったことを既に確認をしておりま

す。この品目に関して 3 年以内に、臨床試験を開始できるように進めております。 
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こちらが、現在の JCR が取り組んでいますライソゾーム病、全てを配置した一覧になっておりま

す。 

左側のオレンジが既存薬あり。この既存薬というのは、血液脳関門通過技術を用いていない、酵素

補充療法があるものということです。 

右側の既存薬なしというのは、酵素補充療法もそうですし、その他の有効な治療、承認済みの治療

薬がないものを示しています。この中で JR-479、右の真ん中あたりになりますが、この赤で示し

てあるものが新しくここに付番されて、さらにこのステージ、開発ステージが上がっております。 
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ここから遺伝子治療に関するアップデートをしたいと思います。 

先ほども申しましたが、本年 3 月に武田薬品と J-Brain Cargo を用いた、遺伝子治療に関する契約

を締結しております。まずはライソゾーム病をターゲットに進めますが、この契約の中には、ライ

ソゾーム病以外の希少疾患、そしてさらには希少疾患ではないコモンディジーズといいますか、非

希少疾患領域においても対象になっております。 

われわれが持っている血液脳関門の技術、そして武田さんの遺伝子治療の技術。この最先端の二つ

の技術を組み合わせることで、時代を一新し得るような、新しい薬品の開発を目指して取り組んで

いきたいと思っております。 
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続きまして、ワクチン原液製造事業のアップデートになります。 

われわれが予定していた昨年度の製造は、全て年度内に完了しました。またその製造において、ロ

ットアウトがないという素晴らしい結果を得ることができております。 

また、非常に品質のいいものを、いいイールドで作ることができ、当社が創業以来ずっと積み上げ

ていきました「ものづくり」とか、生産の分野、そこでの強みが十二分に発揮できたのではないか

と考えています。 

そして、厚生労働省のワクチン生産体制の整備事業として、神戸サイエンスパーク内に新たに新し

い工場を現在建設中で、本年の秋ごろに竣工予定となっております。 
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では続きまして、中期経営計画「変革」の中間総括に移りたいと思います。 

まず、中計「変革」の内容ですけれども、ここに示します六つの重要課題を設定しておりました。 

 

それぞれに対する中間総括が、こちらになります。上から順番にいきたいと思います。 



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

24 
 

まず、品質保証体制の質・量的拡充においては、研究から商業生産までの品質保証体制の更新とい

うことで、新たな組織の新設ですとか、試験棟の着工というものを進めております。 

二つ目、既存製品の持続的成長のための取り組みにおきましては、グロウジェクトの基盤強化とい

うことで、これまでも電動デバイスは積極的に開発をしていますけれども、そこに用いることので

きるスマートフォンアプリを開発したり、また新しいデバイスの開発にも取り組んでおります。そ

して、イズカーゴ、こちら先ほど芦田も申しましたけれども、われわれが想定していた以上の市場

浸透を図ることができております。 

三つ目の基礎研究・応用研究の拡充についてですが、ライソゾーム病のパイプライン、先ほども説

明しましたけれども、どのパイプラインも順調に進捗をしております。また、ライソゾーム病以外

に J-Brain Cargo を用いるところにおいても、先日の R&D 説明会で少しお話ししましたが、さま

ざまなモダリティへの展開、これがだいぶ見えてきた状況になっております。 

四つ目の生産・研究への積極的な設備投資の検討・着手につきましては、今後、ライソゾーム病品

目もそうですし、その他の品目、複数品目を同時に並行して開発をすることを想定しています。そ

のために必要な原薬ですとか、製剤ですとか、そういったものの製造キャパシティの拡充を積極的

に進めています。 

五つ目、エビデンス構築を含む製品戦略の立案。ここはイズカーゴの長期臨床データ、これは日本

でもう既に販売していますので、そこで長期のデータを得ることができております。これは非常に

重要なデータだと思っています。そしてまたそのデータを得たり解釈するということで、営業本部

の中にライソゾーム病専任の組織を設置しております。ここでさまざまなデータ、日本での臨床デ

ータを取得していってエビデンスにつなげたいと考えています。 

最後、業務および組織構造改革・人財育成です。機能的に効率的に動ける組織、これまでもそのよ

うな組織を目指してきていましたが、JCR は今から第 2 の創業期グローバル化に向けて動き出すと

いうことで、今よりもさらに動きやすい組織というものを心掛けております。そこでグローバルに

活躍できる次世代リーダーの育成、さらには IT インフラの拡充、そういった基盤を整えて、この

ような業務が順調に進むように、そういったことを既に手掛けております。 
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次は数字面の紹介です。 

ガイダンスの中で一番右側になりますけれども、目標数字としてこのような数字を公表しておりま

した。それと比較して「変革」の 1 年目から 2 年目の実績と、最終年度である本年度の予想値をこ

こに一覧で示しております。 

先ほども申しましたけれども、「変革」2 年目、終わった期ですけれども、そこで、もう既に目標

数字は達成しております。また本年度の予想も、目標数字よりも上回った数字を予定しており、達

成を目指して頑張っていきたいと思っております。 
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それをかなえるべく、どういったビジョンで、どういった成長スキームを描いているのかというこ

とを少し紹介したいと思います。 

この資料も、先日の R&D ミーティングで示したものと同じになります。大きく分けて左側、四つ

の緑の枠で示しておりますが、ライソゾーム病のパイプラインを進めていくこと。そしてライソゾ

ーム病のパイプラインの中でも、CNS 以外、中枢神経系以外のところをターゲットするようなラ

イソゾーム病も進めていくと。J-Brain Cargo の技術を他のライソゾーム病ではない領域に使って

いくと。これらが将来のビジョンになってくるかと思います。 
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あと、一つ目のライソゾーム病の開発、パイプラインになりますが、基本戦略としては世界で数千

人いるような疾患においては、パートナーとの協業をメインに考えています。基礎疾患と一口に言

いましても、世界で数千人いる疾患と数百人しかいないものとあります。数百人しかいないものを

ウルトラオーファンという言い方をしますけれども、そういったものは自社開発の可能性もあるか

もしれません。ですが、われわれの基本方針としましては、パートナーと協業してグローバルでの

臨床開発、販売を、行っていきたいと思っています。 
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そして技術の横展開、他のものへの適用ということになります。 

こちらは先日の R&D 説明会でも少し紹介しましたように、非常に有望なデータを既に得ておりま

す。こういった新しい技術をマルチなモダリティに生かすことで、マルチな疾患領域に入っていけ

る。そこでも JCR の得意分野は、そこは希少疾患であり、ライソゾーム病になるんですが。それ

以外の領域の疾患にも十分使えるのが、新しいモダリティですし、新しい技術ということになりま

すので。そこに浸透していく際には、先ほどと同じく協業をベースにしてやっていこうと思ってい

ます。 
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最後になりますけれども、サステナビリティの取り組みを少し紹介させていただきます。 

弊社は、皆さんご存じのとおり Rare Disease に特化しておりますので、まずこの Rare Disease

領域で患者の皆様に貢献をするということが、大きな ESG の中の一つだと捉えています。 

それに加えて、エネルギーですとか、もしくは社員の皆さんが働きやすい環境ですとか、そういっ

た ESG のところ、ここに書いてあるようなことにも、より注力をしてサステナビリティの取り組

みを強化してまいります。 
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これが最後のスライドになります。中期計画最終年度として、新たな目標と課題ということでここ

に挙げております。 

グローバル開発の経験といいましても、JR-141 が初めての経験になりますので、まだたくさんの

経験があるわけではないですが、少なくともそこで得た経験を 171 以降の開発品目にも、最大限

に生かしていきたいと思っています。そうすることで、171、441、446、476、その他に続く品目

の製品価値の最大化を図ってまいります。 

そして、J Brain Cargo 技術、この技術の価値も最大化できるように、ライソゾーム病もしくはそ

れ以外の領域に関しても、パートナーとの提携を積極的に進めていきます。 

また、2021 年度に得られたワクチン事業も含めてですけれども、収益から将来を見越した研究開

発もしくは製造分野、こういったところに投資をすることで、将来の基盤を築きたいと思っていま

す。 

これらの基盤を築く上で重要なのは「チーム JCR」の企業文化ですし、それに合った組織体制、そ

して何より重要なのが人財育成だと思っておりますので、そこにも積極的に投資をして、取り組ん

でいきたいと考えております。 

私からは以上になります。ありがとうございました。 

［了］ 
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______________ 

脚注 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 
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